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豊かな心をもち 

他のために行動できる子 

やさしく  かしこく           

たくましく 

○かんがえて行動 ○みんなにあいさつ 

○さそい合って働く ○ともだちを大切に 
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校 長  梶山 崇 

新年明けましておめでとうございます。今年の冬は寒いと言われていますが、穏やかな年明
けです。子どもたちも新しい年を迎え、はりきっていることと思います。 
さて、さいたま市では「子どもの未来、地域の未来をつくる さいたま市コミュニティ・ス

クール」のスローガンのもと、全ての市立学校がコミュニティ・スクール実施校として、学校
に学校運営協議会を置いています。学校運営協議会の委員の方は、地域の様子や学校の様子に
ついて日頃より見てくださっている方々に務めていただいています。 
昨年度の 11月 21日に第２回学校運営協議会が開催され、学校や地域の課題等について、現

状と課題解決のために何ができるかについて、熟議をしました。根幹である「子どもたちが元
気に学校に通うこと」を確認してから熟議をスタートしました。熟議の内容を中心に紹介しま
す。 
１ 下校のマナーについて  
下校時は解放感もあり、どうしても歩道を広がって歩きがちである。学校でも家庭でも継続

した声かけが必要である。また、同時に大人は子どもの鑑でもあるので、大人も道路を渡ると
きは、横断歩道を渡るなど、子どもたちにとってよいお手本でありたい。 
２ あいさつについて 
すすんであいさつをする子とそうでない子の差がある。あいさつをした子をほめることによ

ってあいさつのできる子をふやしていきたい。 
３ 自転車等の乗り方について 
自転車の乗り方も危ない場面が見られるので、指導とともに声かけをしていきたい。特に左

側通行を徹底させたい。また、キックボードの乗り方についても声かけしたい 
４ 学力について 
上里小学校の Web ページに掲載されている「学力向上ポートフォリオ」で学力の現状を話し

合った。また、昨年度の本校の児童の課題であった国語科の読解力の向上のために、教員が取
り組んでいる校内研修について話し合った。 
５ 本校が取り組んでいる子どもたちへの読書の推進策について 
10 月に実施した図書館まつりの取組(10 月に図書館まつりの取組：期間の貸し出し冊数の増

加、先生方のおすすめの本の紹介、しおりの作成、ファミリー読書、図書館スタンプラリー)
について話し合った。 
６ 学校行事について  
学校行事や地域行事の実施により、保護者が顔を合わせる場面が増えてよかった。今年度、

遠足、社会科見学、自然の教室、修学旅行などが実施できた。地域の行事であるホタル観賞会
や東岩槻フェスティバルも実施できた。地域行事の充実により、さらに学校と地域が連携を深
める必要がある。  
７ その他 
・いじめについてさらにきめ細かい対応の必要性について話し合った。  
・マスク生活が長びいたことによる影響について考えていく必要性について話し合った。 
・地域の課題は、高齢化と新型コロナウイルス感染症関係である。  
・学校と地域のさらなる情報共有が必要である。  
以上のような内容の熟議が行われました。なお、11月に安心メールでご依頼した保護者のみ

なさまからの学校評価、教職員からの学校自己評価等からの意見も参考にして、次年度の学校
経営について考えていきます。今年も上里小学校をよろしくお願いいたします。 

 


